




ひらない 夏まつり
　地域が熱気 に あふれた２ 日間
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１か月のできごと
M O N T H L Y  T O P I X

▼１年女子
　①片山　佳奏(小湊)
　②村上　希歩(小湊)
　③福田　千紗(小湊)
▼２年女子
　①倉本　芽衣(東)
　②赤坂　莉音(東)
　③三津谷葉月(小湊)
▼３年女子
　①福田　結菜(小湊)
　②田村　陽菜(山口)
　③棟方　陽菜(小湊)

▼１年男子
　①濱田　　樹(小湊)
　②船橋　夢生(東)
　③千代谷瑛心(山口)
▼２年男子
　①小嶋　悠湖(山口)
　②田澤　聖光(東)
　③鈴木　快人(小湊)
▼３年男子
　①平野　大凱(小湊)
　②天間　洸希(小湊)
　③佐々木龍馬(小湊)

▼４年男子
　①本堂　悠雅(小湊)
　②八戸　彪吾(東)
　③豊嶋　優斗(山口)　
▼５年男子
　①後藤　洸希(山口)
　②沖崎　塁斗(小湊)
　③小形　柚陽(小湊)　
▼６年男子
　①須藤　　魁(小湊)
　②三津谷珀斗(小湊)
　③太田　　蓮(小湊)

▼４年女子
　①松下愛怜奈(小湊)
　②能登谷彩葉(小湊)　
　③佐々木亜美(山口)　
▼５年女子
　①飯田　真央(小湊)　
　②須藤　　凛(山口)　
　③神　　心菜(小湊)　
▼６年女子
　①福田　袈乃(小湊)
　②蝦名　悠海(小湊)
　③本荘　光咲(小湊)

小学生131名が夏泊を力走！ - 夏泊ほたて海道トンネルマラソン大会 -
　７月22日(日)、町と平内町漁業協同組合、夏泊半島活性化推進
協議会(三津谷廣明会長)共催による、管内小学生を対象とした「第
６回夏泊ほたて海道トンネルマラソン大会」が開催されました。
　好天に恵まれ絶好のレース日和となった大会は131名が参加
し、学年別に分かれた児童は、陸奥湾からの心地よい風を受けな
がら、浦田地区と茂浦地区を結ぶバイパス道路を力走しました。
　沿道には参加者の保護者など大勢の観客が並び、力走する選手
に「もう少し！」「いいぞ！頑張れ！」などと声援を送りました。
　第１回大会から今大会まで全ての学年で優勝、６連覇を達成し
た須藤魁くん(小湊小６年)からは、「サッカーの練習で走り込ん
でマラソンに備えました」とのコメントがありました。 ▲スタートと同時に力走する小学校１年児童

生きた英語と外国の文化を学ぶ！ - Ｔamonイングリッシュキャンプ -

　町では７月23日(月)と24日(火)の２日間、町内の中学２年生を
対象に、今年で３回目となる「平内町Tamonイングリッシュキャ
ンプ」を開催しました。
　この企画は、ALTや他校の生徒と英語で楽しく交流し、当町出
身の国際人である佐々木多門氏のような国際社会に羽ばたける人
材を育成することを目的としています。
　今回参加した49名は、学校が異なる１グループ男女10人にわ
かれ、当町のハナ先生も含めた５名のALTの指導のもと、ネイティ
ブな英語の発音や早さに四苦八苦しながらも、自分たちが学校の
授業で培った知識を駆使して生きた英語に触れ合いました。　
　活動内容もバラエティに富んでおり、平内町の魅力をまとめた
ポスターを作成して発表したり、グループ対抗のクイズで英単語
を勉強、ヒュッテ前の広場で伝言ゲームを行うなど、メリハリの
あるプログラムを楽しそうに取り組んでいました。
　参加した生徒たちからは、「キャンプで英語を使ってたくさん
会話できたので、これから外国人と会ったら使いたい」「色んな
経験を通して、参加する前よりも成長することができた」などの
感想があり、充実した夏休みの２日間を過ごしました。

▲司会役のALTの説明はすべて英語で行われました

▲大勢の仲間とともに生きた英語を学びました
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　７月24日(火)、「平内町小学校卓球大会」が町立体育館で開催さ
れ、管内小学校の４年生から６年生の選手50名が参加しました。
　団体戦と個人戦が行われた中、選手はこれまで練習してきた成
果を発揮し、その切れのあるサーブやラリーの応酬に、チームメ
イトや保護者からは大きな声援が送られました。

【団体戦】
〇優　勝　小湊小Ａ 〇準優勝　小湊小Ｂ 
〇第３位　山口小Ａ、小湊小Ｃ

【個人戦】
〇優　勝　柴崎　杏子(東小)　〇準優勝　逢坂　瀬莉(小湊小)
〇第３位　水口　彩音(小湊小)、飯田　穂夏(小湊小)

ラリーの応酬に観客から大きな声援！　- 平内町小学校卓球大会 -

▲接戦を制して個人戦優勝の柴崎杏子さん(右手前)

　７月15日(日)、今年で６回目を迎えた「地域対抗綱引き大会」
が町立体育館で開催され、町内から一般の部９チーム、子どもの
部８チームが参加し、約200名が集まりました。
　試合は、各チーム一進一退の攻防をくり広げる熱戦の結果、子
どもの部は「平内分団Ａ」が、一般の部は「平内分団父母会」が
優勝しました。
　優勝した平内分団父母会の選手は、「疲れましたが、子どもの
応援で綱を引き切ることができました」と喜んでいました。

１本の綱にすべての力をこめて！ - 第６回地域対抗綱引き大会 -

▲応援を背に綱を引く子どもの部優勝「平内分団Ａ」

【子どもの部】
〇優   勝　平内分団Ａ　 
〇準優勝　第二分館ジュニア
〇第３位　キッズＣ

【一般の部】
〇優　勝　平内分団父母会　
〇準優勝　小湊第一分館
〇第３位　ちひろじゃぱん

　７月24日(火)、青森県代表として「第32回北日本ホープス卓球
大会(旭川市)」に出場する「ひらない卓球スポーツ少年団」の市
川輝龍くん(小湊小３年)、内海凌吾くん(東小６年)、内海巧巳く
ん(東小６年)が町役場を訪れ、船橋町長、山田副町長、相坂教育
長へ健闘を誓いました。
　これは先に行われた県予選で、団体戦(３人編成)第３位の成績
をおさめて出場権を獲得したもので、船橋町長から激励の言葉を
受けた内海巧巳くんは、「青森県の代表として恥ずかしくない戦い
をしてきます」と決意を語りました。
　この後、８月10日(金)～12日(日)に行われた同大会に出場した
３人は、見事団体戦３位に輝いたほか、「全農杯平成30年度全日
本卓球選手権(神戸市)」個人戦にも出場して健闘しました。

卓球北日本大会へ向けて決意　- ひらない卓球スポーツ少年団表敬訪問 -

▲(左から)市川輝龍くん(小湊小)、内海凌吾くん(東小)、
　　　　　内海巧巳くん(東小)
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１か月のできごと
M O N T H L Y  T O P I X

　8月10日(金)、平内地区防犯協会が主催する「第23回防犯少年
相撲大会兼第34回平内町民相撲大会」が町立体育館で開催され、
参加した子ども力士39名は、３人一組の団体戦と個人戦、３人連続
勝ち抜け競技などで力と技を競いました。
　参加した児童からは、「疲れたけど、お父さんからまわしをと
るようにアドバイスを受けていたので勝ててよかったです」など
の感想が聞かれました。

【個人戦(優勝者)】
　〇幼   児　山田　桔平　〇１年生　太田丈太郎　〇２年生　荒内　葵夢　〇３年生　船橋　颯斗　
　〇４年生　太田　悠月　〇５年生　沖崎　塁人　〇６年生　須藤　玲人

【団体戦】　　　   
　〇優   勝　平内分団Ａ　〇準優勝　西武館B　〇第３位　西武館A、悟空A

夏休みに国技で奮闘　- 第23回防犯少年相撲大会兼第34回平内町民相撲大会 -

▲熱戦の連続に会場から大きな拍手

　７月27日(金)、先の大戦において一命を国に捧げられた平内町
戦没者の御霊を追悼し、あわせて平和を祈念する「平内町戦没者
追悼式」が町勤労青少年ホームにて執り行われ、遺族や関係者あ
わせて52名が参列しました。
　おごそかな雰囲気の中、犠牲となった423柱にのぼる戦没者名
を奉読、黙祷を捧げたのち、平内町遺族連合会会長はじめ来賓と
して参列した船橋町長らが追悼のことばを述べ、戦没者の冥福を
祈るとともに恒久平和への誓いを新たにしました。
　式後は、当町出身の横笛奏者HIROMASAさんによる追悼演奏
が行われ、遺族は美しい鎮魂の音色にそっと耳を傾けていました。

戦没者をしのび恒久平和を誓う　- 平内町戦没者追悼式 -

▲鎮魂の音色を奏でるHIROMASAさん(右奥)

　８月３日(金)、「２平中老栄会」では、社会福祉活
動の一環として町内の草刈り作業を実施し、14名の
会員が参加しました。
　参加者からは、「暑い中での作業でしたが、熱中
症に気をつけて休憩をとりながら草を刈りました。
きれいにできてよかったです」との声が聞かれました。

ボランティアで町内を草刈り　- ２平中老栄会、 平内町土木協同組合-

▲「２平中老栄会」の皆さん

　また、８月8日(水)には「平内町土木協同組合」が、
毎年恒例となったお盆前の環境ボランティアとして、
小湊川河川敷の草刈り作業を実施しました。
　小雨がまじるあいにくの天気でしたが、参加した
10業者21名は、午前９時から午後３時にかけて、長
く生い茂った草を草刈機で丹念に刈りました。

▲小湊川河川敷で作業をする「平内町土木協同組合」の皆さん
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　７月13日(金)、「第41回東津軽郡老人スポーツ大会(東津軽郡
老人クラブ連合会主催)」が「いまべつ総合体育館(今別町)」で
開催され、各町村より関係者含め約260名が参加しました。
　当町からは平内町老人クラブ連合会34名の会員が参加し、応援
団の大きな声援を受けた選手たちは、額に汗をかきながらも各競
技をこなし、見事１位を獲得しました。
　同大会は来年平内町での開催予定とあって、参加した会員から

「来年は連続優勝を目指して頑張るぞ」との抱負が聞かれました。

当町老人クラブ選手が１位を獲得！ - 第41回東津軽郡老人スポーツ大会 -

▲見事１位を獲得した町老人クラブ連合会の皆さん

　７月８日(日)、ひらない中央児童館(石田康男館長)で、「七夕席
書大会」が行われました。
　日ごろは習字教室で、ボランティアの佐藤むつ子先生と寺嶋満
穂先生の指導のもとで学んでいる児童は、練習の成果を発揮しよ
うと、真剣な眼差しで作品を書き上げました。
　最後に児童には、記念品の筆が贈呈されましたが、これは松緑
神道大和山から平内町社会福祉協議会へ贈られた寄附金(平成29
年度バザー収益金の一部)で購入したとのことです。

日ごろの練習の成果を筆にのせて - 七夕席書大会 -

▲日ごろの練習の成果を発揮しました

　７月20日(金)、夏の交通安全県民運動期間(７月21～31日)にあ
わせ、平内地区交通安全協会(須藤恵悦会長)による「交通安全祈
願祭と街頭監視活動」が実施されました。
　中野大石平供養観音像の前で行われた祈願祭では、参加した約
50名が観音像の前で手をあわせ、交通事故死亡ゼロが続くよう祈
りをささげていました。
　祈願祭後は国道４号を走るドライバーへ向け、「シートベルト
着用」「夕暮れ時は早め点灯」などの文字が書かれた横断幕を広げ、
交通事故に対する注意喚起を行いました。

交通死亡事故ゼロの継続を目指して - 夏の交通安全県民運動 -

▲交通事故死亡ゼロ継続を祈りました

　７月25日(水)、「ＪＡ共済きずなの青い森(平内町弁慶内地区)」で、
森が地域や農業にもたらす恩恵や役割を小学生に理解してもらう
ことなどを目的とした「ＪＡ共済きずなの青い森プロジェクト(Ｊ
Ａ共済主催)」が開催され、小湊小学校児童44名が参加しました。
　児童は、講師によるチェーンソーを使っての除間伐作業を見学
したり、まき割り作業に挑戦したりしました。
　また「食育」としてバーベキューで県産品食材の魅力を味わう
など、郷土の自然の豊かさを知ったほか、一緒に参加した仲間と
のきずなも深めました。

▲はじめてのまき割りに挑戦する子どもたち

自然と触れ合いきずなを深める　- ＪＡ共済きずなの青い森プロジェクト -
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健康保健

 だより

HIRANAI8

肥満児の
割合

学 年  男 女 平内町 青森県 全 国

５年生
男子 18.4％ 13.1％ 10.0％

女子 19.4% 10.5％ 7.7％

６年生
男子 18.5％ 12.6％ 9.7％

女子 20.7％ 9.1％ 8.7％

中学
２年生

男子 10.3％ 11.3％ 8.7％

女子 22.2％ 10.4％ 7.5％

　平内町は平均寿命が全国(男80.8歳・女87.0歳)や
県(男78.7歳・女86.0歳)より低く、また脳血管疾患
による死亡が県内でも高いのが現状です。
　町の平均寿命は1,888市区町村の中で、男77.6歳(下
から3位)、女85.4歳(下から12位)と低いため、この
平均寿命の延伸には、若い時からの健康づくりが大
切です。
　そこで町では、子どもたちに早期から健康への関
心を持ってもらうことや、保護者の方に子どもの生
活習慣の改善に取り組んでもらうことを目的に、小
学校５・６年生と中学校２年生を対象とした「早期す
こやか生活習慣病健診」を実施しており、希望のあっ
た199名(約９割)の子どもたちが受診しました。

項　目 学　年  男 女 平内町 比較

血　圧
(正常判定
の割合)

５年生
男子 86.1％ 96.5％ 東京都

と比較女子 84.8% 93.4％

６年生
男 子 100％

比較データなし
女子 89.7％

中学
２年生

男子 86.8％ 80.6％ 東京都
と比較女子 75.0％ 86.0％

脂　質
(正常判定
の割合)

５年生
男子 83.3％ 75.2％ 東京都

と比較女子 75.8％ 70.7％

６年生
男子 85.2％

比較データなし
女子 89.7％

中学
２年生

男子 81.6％ 82.1％ 東京都
と比較女子 72.2％ 65.3％

　血圧が正常でない子どもたちは、肥満度と体脂肪率
が高い結果がでました。また中学校２年生では、半数
以上が「健診後、健康に気をつけていることがある」
との回答があったにもかかわらず、今回の結果と前回
(６年生時点)を比較すると、「維持および改善した」人
は37.1%にとどまる残念な結果となりました。　
　ほかにも同居している家族からの「受動喫煙」の機会
が依然として高いデータも出ているため、子どもだけで
なく、家族みんなでよい生活習慣を心がけましょう。※特に小学６年と中学２年女子に肥満の割合が多い結果となった

「早期すこやか生活習慣病健診」結果

元気で長生きぴんぴんきらり東滝・健康アップ教室
　６月21日(木)、東滝コミュニティセンターで「元
気で長生きぴんぴんきらり東滝・健康アップ教室(東
滝地区婦人会主催)」を開催し、44名が参加しました。
　今回は、「減塩とだし活・おいしく食べて家族で減
塩！！」をテーマとして、減塩メニュ－３品の試食
と管理栄養士から減塩のポイントについて講話があ
り、塩分を控えるほかに、だしを利かせることが減
塩につながることなどを学習しました。
　参加者からは、「減塩に気をつけていたが、ふだん
作っているよりずっと薄味で驚いた」「血圧の薬を飲
んでいるが、食事がおろそかになっていた」などの
感想が聞かれました。
　同教室の開催にあたっては、主催の婦人会や協力し
てくれた東滝町内会、漁協小湊支所東滝地区など、地
域の皆さんが中心となって企画し、教室の進行や開会
のあいさつなど運営にも携わってくださり、東滝地区
住民の一人ひとりの大きな力を感じました。

　現状、青森県は短命県であり平内町も短命町です
が、今回のような教室を継続開催し、健康意識の向
上が個人から家庭、家庭から地域へと広がっていき、
地域全体の健康度がさらにアップすることを期待し
ています。

▲今後も健康意識の向上を目指して活動します！
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◆日　時：９月８日(土)　13：00～15：00
◆会　場：マックスバリュ平内店
◆所用時間：採血終了までおおむね40分

「献血バス」がきます！
　当町に次の日程で青森県赤十字血液センターの献
血バスがきます。
　今年５月、町内で献血を実施しましたが、目標量
に対してまだまだ血液が不足しています。輸血を待
ち望んでいる患者さんのためにも、皆さんのご協力
をお願いします。
　なお、献血に協力して希望される方には、15項目の
血液検査の結果を通知しており、ご自身の健康管理
にもなりますので、ぜひご協力ください！

問 役場　健康増進課　健康増進係　
　　℡７１８ー００１９(内線152)

　思春期は、心も体も大きく成長する時期です。体
の成長は急激ですが、心の成長は緩やかであるため
体と心のバランスが不安定になりやすい時期でもあ
ります。そこで心身の発達や生命の尊さ、性の知識
について正しく理解してもらうことを目的に、７月６
日(金)に東平内中学校で、７月９日(月)に西平内中学
校で「思春期教室」を開催しました(小湊中学校は12
月に開催予定）。
　東平内中学校では、県病からがん相談支援センター
看護専門官である成田富美子氏を講師に招いて“がん”
についての講話がされました。
　その中で “がん” の発症の６割は生活習慣による
ものだが、４割は理想的な生活習慣であっても “がん”
を発症する場合があるので、「生活習慣が悪いからが
んになった」という考えは持たないでほしいという
ことや、“がん” を早期に発見するために検診を受け
ることが大事だと学びました。

中学校で「思春期教室」
　西平内中学校では、県病の小野正人先生を講師に招
いて、「睡眠と生活習慣」についての講話がされました。
　睡眠には脳を冷やし補修することや、浅い眠りと
深い眠りのサイクルがあり、深い眠りの時に成長ホ
ルモンがでることなどを学びました。
　生徒たちからは「自分の生活習慣を見直したい」「食
事・運動・学習を支えるのは睡眠ということがわかっ
た」などの感想が聞かれました。
　どちらの講話も生徒の心に残ったのではないかと
思います。

▲“がん”と“いのち”について考えました(東平内中)

▲多くの方のご協力をお願いします

こころの健康講座
　町では、こころの健康づくり事業の一環として、
ストレスやうつ予防をテーマとした「こころの健康
講座」を開催します。
　適度なストレスは適度な刺激となり活動の原動力と
なりますが、過剰に積み重なるとうつ症状などをひき
おこすことがあります。この機会に、体の健康とあわ
せて「こころの健康」について考えてみましょう。
　多くの方のご参加をお待ちしています。

◆日　時：９月25日(火)　13：30～15：00
◆会　場：町勤労青少年ホーム　体育室
◆講　師：八戸大学非常勤講師　
　　　　　臨床心理士　瀧澤　志穂　氏
◆テーマ：「こころは元気ですか？」
◆申込み：担当まで、電話でご連絡ください。
　　　　　※９月18日(火)締め切り

問 役場　健康増進課　健康増進係(担当：小笠原)
　　℡７１８ー００１９(内線138)
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平内町教育委員会
℡７５５－２５６５生 涯 学 習 情 報

町民ひとり１学習・１スポーツ・１ボランティアを実践しよう

 二十歳の誓い！ ー 平成３０年度平内町成人式 ー

◆一般書(新刊の一部を抜粋して紹介)◆
①泥濘(ぬかるみ)　  　　　 　    黒　川　博　行
②星夜航行　上・下　 　　　　  飯　嶋　和　一
③消された信仰　　　　　　　　広　野　真　嗣
④新選組の料理人　　　　　  　 門　井　慶　喜
⑤ゲームの王国　上・下　　　　小　川　　　哲
⑥ロンリネス　　　　　　　　　桐　野　夏　生
⑦平城京　　　　　　　　　　　安　部　龍太郎
⑧ののはな通信 　　　　　　     三　浦　しをん
⑨婚活食堂          　　　　　     山　口　恵以子
⑩かみさまは小学５年生 　        すみれ

生涯学習カレンダー　９月

２日(日)
 ◆町内清掃の日
 ◆第26回青森県民駅伝競走大会

９日(日)  ◆おもてなし講習会「平内町の文化財」

15日(土)
 ◆ひらない敬老まつり２０１８
 ◆東郡中体連秋季大会(～16日)

1６日(日)  ◆ほたての祭典２０１８

19日(水)  ◆ひらないカレッジ(町外視察)

26日(水)  ◆ひらないカレッジ「認知症とその支援」

29日(土)  ◆ひらないMiRAi商店街

　８月15日(水)、「平成30年度平内町成人式」が町勤労
青少年ホームで開催され、52名(男性26名、女性26名)の
新成人が出席し、久し振りに再会した旧友たちと笑顔で
成人となった喜びを分かち合いました。
　式典では、船橋町長が「私たちは、若いみなさんに大き
な期待を抱き、そして必ずや応えてくれるものと信頼して
います」と式辞を述べ、それを受けて新成人代表の平野大
貴さんは、「成人として、一人ひとりが行動に責任を持ち、
平内町、青森県、そして日本のために貢献できるよう精進
していきます」と二十歳の誓いを述べました。

▲誓いの言葉を述べる新成人代表の平野大貴さん

今月の図書館休館日は９日・17日・23日・24日
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　７月１日(日)、まちづくりサポーターズ「もつけ衆」(兼
平良司会長)が、大島周辺の清掃活動を実施しました。
　設立２周年を迎え、町内でさまざまなボランティア
活動をしているもつけ衆。この日は「平内町の観光地
でもある大島周辺をきれいにし、進んでまちづくりに
取り組む心の輪を広げよう」と、海岸一帯に広がる漂
流ごみを25名で約２時間かけて清掃しました。
　会長の兼平さんは「途方もないゴミの量に片づけき
れるか不安でしたが、いたわり合って頑張りました」
と汗だくになりながら感想をきかせてくれました。
　もつけ衆は「郷土を愛し、互いに助け合い、楽しく
取り組む」をモットーに活動しており、たとえ支援活
動に参加できなくても、このモットーを普段の生活で
も意識し、町全体が明るい笑顔で繋がることを目指し
たいとのことです。

 　　　　楽しく取り組む！～「もつけ衆」清掃活動～

 ▲参加者全員で協力してゴミを拾いました

新ALT「フランチェスカ」さんが着任！
　７月30日(月)、平内町英語指導助手(ALT)として、「フランチェスカ・ミシェル・サマージン」さん
が着任しました。２学期からは、昨年度からALTをされているハナ先生とふたりで、町内の小中学校の
英語授業に携わっていきますので、皆さんよろしくお願いいたします。

平内町教育委員会　学校教育課　℡７５５－２５６５問

▲新任ALTのフランチェスカ先生

ＳＣＨＯＯＬインフォメーション
学校教育課からのお知らせ

　Hello！わたしの名前は、「フランチェスカ ミシェル 
サマージン」です。フランキーと呼んでください。 
　誕生日は1994年2月27日の24歳、アメリカのイリ
ノイ州出身で、シカゴの近くにあるフロスモアという
小さな町に住んでいました。
　この町には山と海がなく、すごく平たい所ですが、
ミシガン湖という大きい湖があります 。
　趣味は読書・スポーツ・水泳で、１番好きなスポー
ツはラグビーです！
　わたしは日本で色々な新しいことに挑戦することを
楽しみにしています！
　日本語はまだ勉強中ですが、がんばりますので、皆
さんよろしくお願いします！

 ▲参加したもつけ衆の皆さん

　　　「おはなし会」は９月8日(土)(10：00～)、お話しコーナーで開催
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　家屋等建物を取り
壊しても、その届出
をしないと、来年度
も課税されることが
ありますので、必ず
手続き願います。

税
暮らしの中の

「固定資産税」ってどんな税？
　固定資産税は、毎年１月１日に、土地、家屋、償却資産(これらを総称して「固定資産」といいます)
を所有している人が、その固定資産の価格をもとに算定された税額をその固定資産の所在する市町村
に納める税金です。
　この、固定資産税は、町税収入(国民健康保険税を除く)の約30％を占め、町民税と共に、教育、福祉、
ゴミ収集などの基礎的な行政サービスを提供する町の財政を支える基幹税目として、重要な役割を果
たしています。

問 役場　税務課　資産税係　℡７５５－２１１５(内線247・248)

　固定資産税は、固定資産の価格、すなわち「適正
な時価」を課税標準として課税されるものです。
　ですから、本来であれば、毎年度評価替えを行い、
これによって得られる「適正な時価」をもとに課税
を行うことが、納税者間における税負担の公平に資
することになります。
　ところが、膨大な量の土地や家屋を毎年度見直す
ことは、実務的に不可能であることや、課税事務の
簡素化を図り徴収コストを最小に抑える必要もある
ことなどから、土地と家屋は原則として３年間評価
額を据え置く制度、つまり３年ごとに評価を見直す
制度がとられています。

◆土地・家屋の「評価替え」は３年に一度
　固定資産税には、免税点制度が設けられており、
同一人が所有する土地、家屋、償却資産のそれぞれ
の課税標準額が次の金額に満たない場合には、固定
資産税は課税されません。
　○土　地：30万円　　○償却資産：150万円　　
　○家　屋：20万円

◆免税点とは？

　新築された住宅が、床面積50㎡以上、280㎡以下の
専用住宅や、居住部分が２分の１を超える併用住宅に
ついて、店舗・事務所部分を除く120㎡までの居住部
分が、新たに固定資産税が課されることとなった年度
から３年度分(長期優良住宅に該当する場合は、５年
度分)に限り、税額の軽減措置があります。

◆新築住宅に対する軽減措置

　一戸建住宅の敷地では、200㎡以下の住宅用地であ
る「小規模住宅用地」と、200㎡を超えた分(家屋の床
面積の10倍まで)の住宅用地である「一般住宅用地」
について、課税標準額の特例措置があります。

◆住宅用地の特例措置

　固定資産税は、毎年１月１日(「賦課期日」といい
ます)に、前述した内容のとおり、家屋などを所有し
ている方に税金が課税されます。
　そのため、今年中(12月31日まで)に取り壊した家
屋等建物は、固定資産税台帳から削除しなければな
りません。

◆取り壊し建物はありませんか？

※青森地方法務局に家屋等の滅失登記をされた方は、
　この届出は必要ありません。
※詳細は、担当までお問い合わせください。

　10月１日(月)は、「固定資産税第３期」と「国民
健康保険税第３期」の納付期限ですので、期限内納
付をよろしくお願いします。
　なお、納付方法は、金融機関に出向いて払い込む
必要がなく、自動的に口座から引き落としができる
口座振替が便利ですので、取り扱い金融機関でお申
し込みください。

早期納付にご協力を！
　生活保護を受給したり、災害(火災・風水害など）、
そのほかの理由により税金を納めるのが困難な場合、
納期限までに申請することにより税金が免除・減額
されることがあります。
　また、一度に納付することが困難な場合は、分割
納付などもできますので、納付方法などについてお
気軽にご相談下さい。

◆納税相談を随時受け付けています

問 役場　税務課　収納係　
　℡７５５－２１１５(内線249・250)
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「固定資産税」ってどんな税？ 平内中央病院からのお知らせ
「短時間通所リハビリ」を開設
　当院では、要支援・要介護認定を受けている方の
リハビリ継続と介護予防の受け皿として、リハビリ
に特化した短時間通所リハビリ(デイケア)を開設しま
した。
　通常のデイケアやデイサービスとは異なり、食事、
入浴、送迎サービスはございませんが、身体状況に
応じて理学療法士や作業療法士による専門的な計画
に沿ったリハビリを概ね80分程度実施します。
　要支援・要介護認定を受けている方が対象となり
ますので、まずは担当のケアマネージャーにご相談
ください。

　 「看護補助員」を募集 ！

平内中央病院　事務管理部　℡７５５－２１３１問

願いをこめて七夕のお飾り

①受験資格：
　59歳(採用時)以下で、体力に自信のある方
※医療関係のお仕事が未経験の方や資格をお持ちで
　ない方でも、大丈夫です。
※経験者または介護福祉士などの資格をお持ちの方
　は優遇いたします。

　看護補助員は、看護師が行う医療行為以外の業務
をサポートする仕事です。
　たとえば、患者さんの食事や入浴など身のまわり
のお世話をしたり、器具の洗浄などの作業をします。
患者さんとふれる機会も多く、働き甲斐がある仕事
です。
　当病院の看護スタッフの一員として、一緒に働い
てみませんか？雇用条件などの詳細につきましては、
担当までお問い合わせください。

②試験方法：書類選考および面接による
③受験手続：受験申込書は、平内中央病院で準備し
　ていますので、必要事項を記入のうえ、提出して
　ください。

平内中央病院　事務管理部　℡７５５－２１３１問

　当院では７月の七夕に合わせて、町内の有志の方
からご提供いただいた笹を、玄関やラウンジなどに
立てて、お飾りや患者さんが書いた短冊を飾りつけ
ました。
　病院ということもあって病気の治癒や退院・帰宅
を願う短冊が多く、私たち病院職員も患者さんの一
日も早い回復をお願いしました。

 ▲願いをこめて書かれた短冊を飾りつけました

◆次のような方におすすめです！
〇要介護認定を受けた方で、比較的生活自立度の高い方
〇ご家族による送迎やご自分で通所が可能な方

〇介護予防の観点から定期的にリハビリを実施したい方
〇長時間のデイケア、デイサービスの利用を好まない、
　またはその必要性が低い方
〇リハビリのみを集中して行いたい方

役場　税務課　資産税係　℡７５５－２１１５(内線247・248)



14 HIRANAI

　
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
物
件
登
録
に
つ
い
て
の
相
談
は
役
場
企
画
政
策
課
ま
で(

℡            

　
　
　
　
　
　)
７
１
８

１
３
２
５

ー

～ 各課からの情報コーナー ～

　この度、当町のゆるキャラとして長らく親しまれ
た「ミシェルくんとシェリーちゃん」にかわり、新
たな「ゆるキャラ」が誕生しました。
　これは、ホタテをモチーフとした４体のオリジ
ナルキャラクターを候補者として、６月～７月にか
けて管内３小学校５年生児童を対象として行った

「ゆるキャラ選挙」で選ばれたものです。
　選ばれたゆるキャラは、９月16日(日)に開催され
る当町秋の最大イベント「ほたての祭典２０１８」
でデビュー予定です。
　児童が１番多く投票したゆるキャラは次の４体の
どれか？「ほたての祭典」に来場して、ぜひその姿
をご覧ください。

 夜越山

 イベント

問 夜越山森林公園　℡７５５－２６６３

夜越山サボテン園
「秋の洋ラン展示会」

　９月のイベントは、県内のアマチュア洋ラン愛好
家による「秋の洋ラン展示会」を開催します。

◆日　時：９月16日(日)～24日(月) ８：30～16：00
◆内　容：
　県内の洋ラン愛好家(青森蘭友会・弘前城愛蘭会・
十和田オーキッドクラブ協力)が、年月を重ね栽培
した珍しい洋ランなどを展示
※洋ラン相談コーナーも随時受け付けします。
◆場　所：夜越山森林公園サボテン園内
◆入園料：大人500円　小人150円　幼児無料

 商工観光

 お知らせ
新ゆるキャラ「ほたての祭典」でデビュー予定！

問 役場　水産商工観光課　℡７55－2118

【ほたての祭典】
　◆日　時：９月16日(日)　10：00～15：00
　◆会　場：夜越山森林公園特設会場
　◆問い合わせ：平内町漁業協同組合
　　　　　　　　℡755－4111

【Ａ】 【Ｂ】

【Ｃ】 【Ｄ】

▲ホタテをモチーフとした４体のキャラクター

    年　金

 お知らせ

問

「障害基礎年金」とは？

　障害基礎年金は、国民年金に加入している方が病
気やけがで障害がのこり、日常生活に支障をおよぼ
す程度の障害にある場合に支給される年金です。
　請求には、次のことを確認する必要があります。
①初診日：請求する障害が発生し、初めて医療機関
　で診療を受けた日　
②保険料の納付要件：初診日の２か月前までの期間で、
　未納期間がないこと　など　
③障害の程度：障害の程度は、国民年金法に定められ、
　１級と２級に分けられます
④障害認定日：障害の認定は、通常初診日から１年
　６か月の状態を診断書などをもとに審査します(20
　歳前障害の場合は、20歳で国民年金に加入した日
　が障害認定日)
※詳細は、担当までお問い合わせください。

役場　健康増進課　年金後期医療係　
　　　　　　　 ℡７１８－００１９(内線133)
青森年金事務所 ℡７３４－７４９５

役場infomation
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 議　会

   お知らせ
第３回平内町議会定例会

　定例会は、次の日程を予定しておりますので、
お気軽にお越しください。

日　時 内　容

 ９月７日(金) 10：00～
　〇開会・本会議
　〇議案上程

 ９月８日(土)　 　○休会

 ９月９日(日) 　○休会

 ９月10日(月) 10：00～
　○本会議
　○一般質問

 ９月11日(火) 10：00～ 　○決算特別委員会

 ９月12日(水) 10：00～ 　○決算特別委員会

 ９月13日(木)　 　〇各常任委員会

 ９月14日(金) 13：30～
　〇本会議
　〇採決・閉会

　※日程については変更になる場合もあります。
　※詳細は、担当までお問い合わせください。

役場　議会事務局　℡７５５－２１１９問

     国　保

  お知らせ

     後期高齢

  お知らせ

     地域包括

  お知らせ

問 役場　福祉介護課　地域包括支援センター　
　℡７５５－２１１４(内線148)

問 役場　健康増進課　 ℡７１８－００１９
　(内線134、135、152)

「成年後見制度」とは？

　認知症、知的障害、精神障害などの理由で判断能
力の不十分な方は、不動産や預貯金などの財産管理
や遺産分割などの協議の必要があっても、自分で行
うことが難しい場合があります。
　「成年後見制度」は、このような場合に家庭裁判
所から定められた人(成年後見人)が、ご本人に代
わって契約や手続きなどを支援する制度です。
　同制度には、判断能力の程度など本人の事情に
応じて、裁判所で手続きする「法定後見」や、公
証役場で手続きする「任意後見」などがあります。
　当センターでは、同制度についての情報提供や利
用に向けた支援を行っていますので、お気軽にご相
談ください。

　「特定健診」は40歳以上74歳以下の平内町国民
健康保険加入者の方が対象です。
　また、後期高齢者医療被保険者の方も同様に「健
康診査」を受けることができます。
　今年度まだ集団健診や個別に実施医療機関で特
定健診・健康診査を受診していない方は、平成31
年３月31日までに年１回無料で受診できます。
　なお、国保の方は、本年８月末現在のデータを
もとに、まだ同健診を受診していないと思われる
方へ、受診勧奨用の通知を送付予定です。
　また、電話による勧奨も実施予定ですが、行き
違いによりすでに受診した方にも勧奨通知などが
される場合がありますので、その際はご理解のほ
どをよろしくお願いします。

「健診」をまだ受けて
いない方はお早めに！

　75歳年齢到達などで、年度途中で後期高齢者医
療制度に加入することになった方の保険料は、原則
年金から天引き(特別徴収)されますが、年金天引き
開始には時間がかかるため、しばらくの間は、納付
書で納付していただくことになります。
　このように、新たに後期高齢者医療制度に加入す
る方や、納付方法が変更となる方などは、保険料の
納付忘れが多くなる傾向がありますので、納付忘れ
のない口座振替による納付をおすすめします。
　口座振替は、一度申請すれば翌年度以降も継続し
て納付できますので、ぜひご利用ください。
※これまで、国民健康保険税を口座振替で納付し　
　ていた方でも、あらためて申請が必要になります
　ので、ご注意ください。

※詳細は、担当までお問い合わせください。

後期高齢者医療制度
に加入する皆さんへ

※詳細は、担当までお問い合わせください。

問 役場　健康増進課　年金後期医療係　 
　℡７１８－００１９(内線135)
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～ 各課からの情報コーナー ～

▲東滝町内に設置されたクリーンボックス

問 役場　総務課  防災管財係  ℡７55－2111(内線234)
　　　企画政策課  企画政策係  
　　　　　　　　　　　　 ℡７18－1325(内線242)

　７月31日(火)、藤沢町内会(伊瀬谷登会長)の藤沢
地区自主防災組織では、宝くじの社会貢献広報事業
として、宝くじの受託事業収入を財源として実施し
ているコミュニティ助成事業を活用して、「防災備
品(防災倉庫、煮炊釜、災害用マンホールトイレ、
サバイバルシート)」を整備しました。
　伊瀬谷会長は、「災害に対しての備えができた。
災害時はもちろん、平時の訓練などでも活用して防
災力を向上させたい」との声を聞かせてくれました。
　また、東滝町内会(寺嶋武義会長)でも８月９日
(木)、宝くじの同助成事業を活用して、「クリーン
ボックス」を設置しました。
　寺嶋会長は、「立派なクリーンボックスの設置に
住民も喜んでいる。これからも地域で協力して、
環境美化に努めていきたい」との声を聞かせてく
れました。

▲藤沢町内に整備された防災備品

“宝くじの助成金”で
「防災備品」の整備と「クリーンボックス」を設置

防災・企画

  お知らせ

     企　画
平内町まち・ひと・しごと創生会議

  お知らせ

　７月３日(火)、「平内町まち・ひと・しごと創生
会議(山田光昭会長)」が開催され、平成29年度に
おける地方創生交付金関連事業などの効果検証を
行い、各委員から事業内容に関する質問や達成度、
その効果などについてさまざまな意見が出され、
平内町総合戦略に掲げる目標の達成に向けて、お
おむね有効であったとの評価を得ました。
　町では委員からの意見などを踏まえながら、各
種事務・事業において創意工夫をこらしながら、
平内町総合戦略に掲げた目標を達成できるよう今
後も取り組みを進めてまいります。

問 役場　企画政策課  企画政策係 
　℡７１８－１３２５(内線242)

【主な地方創生交付金関連事業】

　 ▼ブランド戦略づくり事業(地域資源を活用した
　　知名度向上・イメージアップ戦略）

　 ▼ひらないまるごとグルメ館整備事業

　 ▼首都圏・近畿圏での町ＰＲイベント　など

▲昨年度首都圏で開催されたＰＲイベントの様子

役場infomation
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役場　総務課　防災管財係
　℡７５５－２１１１(内線237)

問

　７月26日(木)、地域交流実行委員会の工藤太一
郎委員長らが役場を訪れ、町の福祉関係で役立て
てほしいと船橋町長に寄附金を手渡しました。
　この寄附金は、７月16日(月・祝)に町勤労青少年
ホームで行われた「第８回唄と踊りのチャリティー
ショー」で集められたもので、町のために大切に
使わせていただきます。

寄附金を頂きました

▲船橋町長に寄附金を手渡す工藤委員長(右から２人目)

 管　財

   お知らせ

      統　計 10月１日より実施！
「住宅・土地統計調査」 

　総務省では、平成30年10月1日(月)を基準日とし
て「住宅・土地統計調査」を実施します。
　この調査は、住生活に関する最も基本的かつ重
要な調査で、全国約370万世帯の方々を対象とした
大規模な調査です。
　調査の結果は、国や地方公共団体における「住
生活基本計画」の成果指数の設定、耐震や防災を
中心とした都市計画の策定、空き家対策条例の制
定などに幅広く利用されています。
　統計調査員が、調査世帯へ調査票の記入をお願
いに伺った際には、調査票へのご記入、または、
インターネットでの回答にご協力をお願いします。
　なお、調査により集められた調査票の記入内容
は、統計を作成・分析する目的以外に使用するこ
とはありません。

問 役場　企画政策課  広報統計係 
　℡７１８－１３２５(内線231)

  お知らせ

     企　画 地域おこし協力隊
ＳＮＳ発信中！  お知らせ

　平内町地域おこし協力隊が、当町での暮らしの
中で見た、楽しいモノ・コトなどをフェイスブッ
クとインスタグラムで発信していますので、ぜひ
ご覧ください。
　そして、ＳＮＳは交流のページでもありますの
で、協力隊との情報交換ツールとしてもご活用く
ださい。

問 役場　企画政策課   ℡７１８－１３２５

▲ぜひチェックして見てください！

    下水道

  お願い
「下水道」の役割と
 早期加入のお願い

　下水道は、豊かな自然を守り、快適な環境を保つ
ための施設です。趣旨をご理解いただき、次の世代
へ美しい自然を残すよう早期加入にご協力願います。
◆排水設備工事と工事店
　排水設備工事(町で設置した公共マスから居住内
までの設備)は、個人負担です。また、工事は町に
登録している「指定工事店」でなければできません。
◆利子補給制度
　排水設備工事の資金を一度に負担することが困
難な場合、町が指定した金融機関からの融資斡旋
をし、その融資に対する利子は町で負担します。
◆下水道使用料
　【基本使用料】：１月当たり10㎥まで1,210円(税別)
　【従量使用料】：１月当たり10㎥を超える１㎥に
　　　　　　　　つき155円～300円(税別)

役場　地域整備課　下水道管理係
　℡７５５－２１１６

問
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暮らしの情報広場

その他のお知らせ

子育て支援センター行事予定

平内町地域子育て支援センター(東和保育園内)
　　　　　　　　　　　　℡７５８－１２１４

問

日 程 活動・場所 内 容

９月４日(火)
９：45～11：15

ぴよぴよ絵本サークル
支援センター

 絵本や紙芝居などの
 読み聞かせを行います

９月７日(金)
９：45～11：15

かたつむりの会
支援センター

 障がいを持つ子の親が
 子育ての情報交換

９月12日(水)
９：45～11：15

親子ふれあいワーク
支援センター  スタンプ遊び

９月21日(金)
９：30～12：30

育児講座(調理実習)
青少年ホーム(調理室)

 管理栄養士と調理実習
 ※エプロン・三角巾持参

９月26日(水)
９：45～11：15

すくすくクラブ
支援センター

 ・身体測定 
 ・おもちゃ遊び

東青地域県民局県税部　課税第一課　
　℡７３４－９９７２

問

　青森県では、インターネットで「法人県民税・
法人事業税・地方法人特別税」を電子申告できます。
　詳細は、県ホームページ(http://www.pref.aomori.
lg.jp/life/tax/009_eltaxindex.html)をご覧ください。

　青森県では、出産・子育てを機に一旦退職した
ものの、就職を考えている子育て女性を対象とし
た「こそもりセミナー」を次のとおり開催します。
　ぜひご参加ください。

問 こそもり事務局(株式会社JMTC内　子育て女性の就職
応援業務）　℡0120-973-511

「こそもりセミナー」開催 県税の「電子申告」

７月中  15人
平成30年

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

 ２29件
(－３0)

　　 ２人
 (－２)

 ２76人
(－28)

  ９人
(＋３)
５人
(＋４)
  8人
(－６)

  ４人
(－１)

 年間累計

 1,593件
(－218)

　　　 ２3人
 (－１)

   1,966人
(－263)

(＋２)

歩　     行　 　　中　   　の  　　　死　  　　者

県内の交通事故概況

イベント・説明会・募集関係

青森県立精神保健センター　こころの電話
　℡７87－3957・3958(担当：齋藤)

自死遺族のつどい

　青森県立精神保健センターでは、自死遺族の方
の「話せる」「聴ける」場所として、「自死遺族の
つどい」を、次のとおり開催します。
◆日　時：平成30年９月22日(土)
　　　　　平成31年１月12日(土)
　　　　　※両日とも13：30～15：30
◆場　所：青森市民ホール１階　会議室１
◆対象者： 自死でご家族、ご友人や恋人など、
　　　　　大切な人を亡くされた方

問

※参加希望の方は、できるだけ事前に申し込み願
　います。

毎月１日は「県民交通安全の日」
15日は「高齢者交通安全の日」

◆日　時：①９月27日(木)、②10月９日(火)
　　　　　※両日とも10：00～12：00
◆対　象：就職を考えている子育て女性
◆会　場：アピオあおもり　
◆テーマ：
　〇９月「心に余裕を持つための表情作り」
　〇10月「働くことで入るおカネ、出るおカネ
　　　　　～知っておきたい知識～」
◆定　員：各回先着20名
◆申込み：電話またはこそもり専用サイト(https://
　www.kosomori.com/)の参加お申込みフォーム
　で手続きください。
◆その他：参加費、託児無料(各セミナー開催日の
　　　　　６日前までに要連絡)。お茶お菓子つき。
※そのほかの詳細は、担当までご連絡ください。
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「不在者投票制度の紹介」  ー 平内町明推協だより ー

平内町明るい選挙推進協議会事務局
(役場　総務課内)　℡７５５ー２１１１(内線181)

問

阿　部　ツ　ヨ(83) 信　夫 第１口広

江　戸　研　一(66) 正　勝 第２口広

吉　村　哲　子(79) 　　　 川 原 町

渡　邊　セ　ツ(73) 武　雄 新 生 町

豊　嶋　ツヨノ(101) 　　　 第２平中

遠　嶋　武　光(67) 繁　幸 東 滝

船　橋　サチヱ(92) 一　隆 第１小林

工　藤　照　子(83) 正　男 第２平中

三津谷　みどり(70) 勇　司 浅 所

鳥谷部　悦　子(54) 祐　磨 川 原 町

須　藤　幸　二(67) 　優　 第２平中

寺　嶋　マツノ(88) 　　　 緑 町

田　中　政　一(77) 　悟　 狩 場 沢

人口と世帯
  男 … 5, ３47 人 ( －２人 )         
  女 … 5, ８28 人 ( －６人 )
  計 … 11,175 人 ( －８人 )
  世帯数…4,992 世帯 ( －１)
   平成 30 年８月 1 日現在
     (　) は、前月との比較
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ご結婚おめでとう

水　木　礼　和　　小 豆 沢
小山田　　　瞳　　第１勝田町（

本籍地

　「不在者投票」とは、仕事や旅行などで、選挙期
間中に選挙人名簿登録地以外の市区町村に滞在して
いる人が滞在先で投票したり、また、指定病院など
に入院(入所)している人などがその施設内で投票す
ることができる制度です。
◆長期出張・旅行などの滞在先で不在者投票
　平内町選挙管理委員会に「不在者投票宣誓書兼請
求書」を提出してください。その後、投票用紙など
を郵送しますので、滞在先の市区町村選挙管理委員
会に投票用紙などを持参し投票してください。
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大　森　由　 (63) 英　悦 助 白 井

寺島 繁

◆指定病院等での不在者投票
　県の指定を受けた病院・老人ホームなどに入院(入
所)中の人は、その施設で不在者投票ができます。
　そのほか、身体障害者手帳や戦傷病者手帳、介
護保険被保険者証をお持ちの方で、対象の障がい
および等級に該当する場合、「郵便等による不在者
投票」も可能となる場合もあります。
※詳細は、担当までご連絡ください。
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 豆苗(とうみょう)は緑黄色野菜で、えんどう豆の若
い葉と茎の部分です。
　カロテンやビタミンＣを豊富に含み、栄養満点です。
　シャキシャキとした食感とえんどう豆のほのかな
甘みが特徴でアクが少ないので生でも食べられます。
　サラダや炒め物などの料理に幅広く使いましょう。

 《 作り方 》
① えのきだけの石づきをとって半分に切り、豆苗は 
　 根元を取り除いたあと３等分に切ります。
② えのきだけと豆苗をさっとゆでて水けを絞ります。
③ ボールに【Ａ】を入れて混ぜ、豆苗とえのきだけを
　 加えてあえ、器に盛ったら完成です！

 《 材料(２人分) 》
〇豆苗・ ・ ・ 80ｇ　〇えのきだけ・・ ・ 100ｇ 

 １人分 36kcal / 塩分 0.9ｇ

No.711ｓ
２０１８

eptem
ber

しょう油  ・・  ・ 大さじ1/2　練りからし・・・小さじ１
だし汁(水でも可)・ 小さじ１⎱

♪ 今月のcooking ♪  [ 豆苗とえのきだけのからしじょうゆあえ ]

広報ひらない　平成30年９月号／第７１1号／平成30年９月１日発行　　　　印刷／青森コロニー印刷
編集／平内町役場　企画政策課／〒039－3393　青森県東津軽郡平内町大字小湊字小湊63　℡017－718－1325(内線231)
◆ホームページ　http://www.town.hiranai.aomori.jp/　　◆メール　kouhoutoukei@town.hiranai.aomori.jp

【A】
 １人分 36kcal / 塩分 0.9ｇ

▲プロの豪快なダンクシュートに驚く参加者

チームワークの大切さを学ぶ ～人権スポーツ教室～
　８月７日(火)、町では、チームワークの大切さやい
じめの防止について考えることを目的とした「人権ス
ポーツ教室」を小湊小学校体育館で初開催しました。
　同教室は、青森県初のプロバスケットチームであ
る「青森ワッツ」の野里 惇

じゅん
貴
き

選手と橋本 龍
りゅう

弥
や

選手
を招いて行われました。
　参加した小湊小・中学生約40名は、２名のプロ選手
から基礎練習を学んだり、プロ選手２名対子どもた
ち５名による１試合２分の試合を行いました。
　プロの凄さに圧倒される場面もありましたが、数
で勝る子どもたちはプロに勝とうと果敢に挑み、仲
間からの声援を受けながら、チームワークを生かし
て勝利するチームもありました。
　試合後は、ワッツの選手からチームワークについ
ての講演や、ディスカッションなどが行われ、仲間
と話し合うことや、チームワークの大切さをあらた
めて学びました。


